
教材名『一冊のノート』（家族愛） 
【あらすじ】 

 物忘れが激しくなった祖母に強い不満を抱く「僕」。ある日、祖母が誤って

片づけてしまった僕の物を探すため引き出しを開けると、中から手あかに汚れ

た１冊のノートが出てきた。それは、祖母が少し震えた筆致でつづった日記だ

った。僕ら孫や家族への愛情と老いていく自分への不安が、月日を重ねて乱れ

ていく文字で書かれていた。 

 

【ねらい】 

 年老いて身体や記憶力、判断力が衰えてきた祖母を疎ましく思う主人公

の気持ちに共感させながらも、これまで祖母が自分に注いでくれた無私の

愛情に気づかせることを通して、父母、祖父 母を敬愛し、家族のために

尽くそうとする態度を養う。 

 

 

 

【授業の感想】 

●最初は物語にでてくる孫に共感する部分が多かったけど、おばあちゃん 

 の日記からおばあちゃんの気持ちを全然理解できていなかったことに 

 気づいた。これからは自分の気持ちだけを押しつけず、家族の気持ちも 

 できるだけ理解して、感謝を忘れず大切にしていきたいと思った。 

●自分は最初、「家事をしてくれてありがとう」という感謝の気持ちがあ 

 るから向き合えると思っていたけど、友達がいっていた「病気だから仕 

 方ない」という考えに納得しました。また、自分はたまに家族にイライ 

 ラしてしまうことがあるから、日頃の感謝を思い出して向き合おうと思 

 いました。 

●家族がどんな気持ちで自分のことをしてくれているのかを知りたい。 

●一緒に住んでいる祖父母への向き合い方や態度を考えようと思った。ストレスはたまるかもしれないけ 

 ど、あまり強くあたったりせず、感謝して生活しようと思った。 

●自分も家族に毎日ひどいことを言ってしまうけど、言われた家族は心の奥で悲しんでいることを知った。 

 これからは、何でもやってくれる家族に感謝しようと思った。 

●家族は、イラツイたり、めんどくさかったりするけど、１番に考えてくれたり、思ってくれたりしてく 

 れているということがわかりました。 
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ご家庭でも「家族愛」について話し合ってみてください。 

家族愛ってなんだろう？ 

 
本校では道徳の授業を担任の

先生だけでなく、他の先生が行

うこともあります。9/17(水)は

藤原先生が、9/22(月)は寺岡先

生が、２年生の道徳の授業を行

いました。 

 


